
高校生徒会交流会議

ひきこもり・不登校対策講座

「ユースパルまつり・秋田ユースアクション」

e-mail youthpal@mbe.nifty.com
url http://homepage3.nifty.com/youthpal/

５月２３日（土）～２４日（日）、青少年交流センターにおいて １泊２
日の日程で実施しました。県内２７の高等学校から５４人の生徒会役
員（１～３年生）が参加しました。

また、１日には、青少年交流センター創立１０周年記念式典も行わ
れ、文部科学省スポーツ・青少年局青少年課青少年体験活動推進
専門官の小野保氏による記念講演「青少年教育の現状と課題」が行
われました。

実行委員の進行によるアイスブレークや、チームワークトレーニン
グとしてのグループワーク「バスは待ってくれない」が行われました。
また、フリートーキングでは、「生徒総会で出された意見への対応」、
「委員会活動を充実させるための工夫(行事との関わりなど）」、「地
域（と関わる）活動」、「学校祭における企画の工夫」、「学校祭のＰＲ
の工夫」、「ボランティア活動」、「学校祭」、「学校行事」、「学校環境」
をテーマに活発な話し合いが行われました。
２日目には、昨年度、県教育委員会で実施した「高校生パワー

アップ推進事業」の高校生国内・国外派遣交流事業へ参加した生徒
による体験発表も行われました。

８月１日（土）・２（日）に青少年交流センターで行われ、約８００人
が参加しました。

アトラクションでは、高校生のダンスグループによるダンス披露や
ヤートセ演舞、和太鼓やバンド演奏などが披露されました。他には、
ゆうスペースやレクリエーション協会、ボーイスカウト、ガールスカウ
トによる各種体験コーナー、県内青少年団体によるパネル展示、フ
リーマーケットや抽選会などの催し物が行われました。

引き続き行われた「質疑応答・情報交換」では、会場を２つに分
け、ひきこもり・不登校の青少年を持つ家族は大研修室で木村講師
と相談を行い、ひきこもりからの自立を支援する人たちは、ゆうス
ペースで情報交換を行いました。

６月２８日（日）１０：００～１５：３０の日程で行われました。参加者
は４１人でした。

講師に秋田県精神保健福祉センターの木 村 さやか先生を迎え、
引きこもり・不登校への理解（知識）を深めるとともに、具体的な対応
方法を練習することを目的に、「ひきこもり等の理解と対応につい
て」、「よりよいコミュニケーションのために」というテーマで講話と演
習を行いました。
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高校生体験活動「ステップアップキャンプ」

青少年生きがい支援講座「若者塾」

青少年体験活動総合プラン「なまはげキャンプ」

１５日（火）朝食後、それぞれの思いを胸にコテージを出発しました。

８月９日（日）～１１日（火）、大館少年自然の家を会場に２泊３日
の日程で実施しました。県内９高等学校の１・２年生、１９人が参加し
ました。

３０日（日）午前９時３０分～１１時３０分 「職場体験」をテーマに秋
田県立図書館の成田さんと、あきた文学資料館の菊池さんの案内
で、館内の見学を通して司書の仕事内容にふれました。

しゃべり場は２回実施しましたが、それぞれの抱える悩みや感じて
いることなどを話す貴重な機会となりました。これを楽しみに参加し
てくる青年もいるようで、しゃべり場に限らず夜遅くまで自身の悩み
などを打ち明けていました。

プロジェクトアドベンチャー（冒険教育プログラム）、野外クッキン
グ、鳳凰山登山、ニュースポーツ（キンボール）、キャンドルファイ
ヤー、CHR(人間関係作りのための体験学習プログラム)を通して交
流を深め、協力して活動する楽しさや仲間を信頼することの大切さを
感じる、考えるよい機会となりました。

８月２９日（土）・３０日（日）に、青少年交流センター、県立図書館、
文学資料館を会場に行いました。参加者は５１人でした。

２９日（土）午後１時３０分～２時３０分 アイスブレーキングを行い、
参加者の親睦を図りました。 午後３時～５時３０分 パネラーに土井
卓氏、佐々木暁氏、まつはしまりこ氏、武内伸文氏、牛込謙治氏の５
氏を迎え、「スタート！～仕事と社会貢献～」というテーマでシンポジ
ウムを行いました。コーディネーターは、高橋淳一氏にお願いしまし
た。 午後６時～８時３０分 交流会では、盛りだくさんの話題の中、大
いに交流を深めました。

１２日（土）野外活動センターで、ブナの森自然体験とブナの植
樹、自然素材クラフト体験を行いました。
１３日（日）雨天の晴れ間を見計らって人口芝滑り台などで軽ス

ポーツを楽しみました。雨天時の室内でのトランプなども、参加者の
交流を深めるよい機会となりました。
１４日（月）６日目にしてようやく晴天となりました。奥森吉トレッキ

ング（太平湖～小又峡桟橋）は、遊覧船の開放感もあり、道中の会
話も弾んでいました。

９月９日（水）～１５日（火） ６泊７日の日程で、「なまはげメインキャ
ンプⅠ」が北秋田市周辺で行われました。 参加者は２８人でした。
９日（水）初日の調理実習では、豚汁とポテトサラダを作りました。

初日ということもあり、緊張した様子でした。
１０日（木）昼食のおにぎりを作ってから、奥森吉にトレッキング（桃

洞渓谷コース）に出かけ、一人の脱落者もなく全員が完歩しました。
登山道では大量のキノコ類が採れ、翌日からの食卓が潤いました。
１１日（金）農業体験は、ほうれん草と春菊の種まきや大根の間引

き、枝豆の収穫などいろいろな体験をしました。お昼にはおはぎ作り
も体験し、おにぎりやかやきとともに美味しくいただきました。



フォローアップセミナーⅠ ～人間関係づくりとコミュニケーション能力向上のために～

１０月中

県北、県央、県南の各地区

１２月１日（火）～３日（木） ２泊３日

青少年交流センター

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ・栄養実習・しゃべり場

１月１４日（木）～１７日（日） ３泊４日
湯沢市
絵灯籠作り、ｽｷｰ研修、しゃべり場（変更の場合あり）

※申し込み・問い合わせは、青少年交流ｾﾝﾀｰ研修班（018-880-2301）にお願いします。

９月２６日（土）・２７日（日）の両日に開催しました。参加者は２７人
でした。男女比もほぼ同数で年齢が近いこともあり、終始和やかに
「体験学習」を通して、人間関係づくりについて学び、コミュニケーショ
ンの在り方についての気付きを深めていました。

県内高校生（１～２年）

◎ 内 容
様々な分野の高校生リーダーの資質向上を目指す研修と
情報交換を行います。

◎ 月 日

◎ 対 象

２月１９日（金）・２０日（土）

月 日

月 日
場 所
内 容

場 所

内 容

◎ 場 所

１０月２４日（土）・２５日（日）１０：００～１６：３０まで

青少年交流センター

よりよい人間関係を創っていくための方法などを体験学
習を通して学び、コミュニケーション能力の向上を図りま

◎ 内 容

◎ 日 時

月 日

場 所

内 容

申し込み・問い合わせは、青少年
交流ｾﾝﾀｰ研修班にお願いします

※各地区で、内容が異なります。青少年
交流センターにお問い合わせください。

セミナーキャンプ

メインキャンプⅡ

チャレンジキャンプ


